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認知言語学と生態心理学
— なぜ生態心理学なのか —

本多 啓 (駿河台大学)
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0 「なぜ生態心理学なのか」の語り方

• 自分自身の問題意識の変化にそって語る

• 認知言語学と生態心理学の繋がりについて、現時点での捉え方
を鳥瞰図的に語る→こちら

• 文法研究にどう役立つかについて具体的な言語現象に即して語る

1 認知言語学と認知科学

1.1 認知言語学の基本的な考え方

• 人間の言語能力のありようを明らかにすることを究極の目標と
する。

• 言語能力の自律性の仮説を採用しない。
→認知諸科学の研究を参照

1.2 認知科学の知見と言語研究

• 言語研究における有効性が言語学者の間ですでに幅広く認めら
れている知見

• 各研究者がそれぞれの関心に基づいて有効性を検証しつつある
知見→生態心理学

1.3 認知言語学の研究戦略

言語の科学としての認知言語学
どちらに重点をおくか

認知の科学としての認知言語学
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2 認知意味論と生態心理学

2.1 認知意味論の意味観

• 言語の意味とは何か？

– 言語が表現する対象それ自体？

– 人間がそれに対してどのような捉え方をするか

• 「捉え方」: 経験を記述する意味論としての認知意味論

何かをどのように「捉える」か←それをどのように「知る」か
←それとどのように「関わる」か

– 身体という場における事物との接触: 身体的な基盤

– 他者との社会的な接触: 社会・文化的な基盤

– 脳における情報処理

2.2 生態心理学の知覚・行為観

• 知覚の能動性、あるいは知覚と行為の循環

• 事物の知覚と自己の知覚の相補性

←何かと関わる、あるいは何かを知る、ことについての洞察

• アフォーダンス

←人間と環境の関係のあり方についての事実であるとするなら
ば、これを表現対象とする言語表現があるかもしれない。

• 協応構造 (エントレインメント)

←コミュニケーション成立の身体的基盤
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2.3 意味のありか

• オクシモロンとしての「生態心理学的視点に基づく認知論的言
語研究」？

– 人間にとっての事物の意味は、(それと関わりあう人間 (の
頭)の側にあるのではなく)事物それ自体にある。

– 認知意味論は指示対象意味説をとらず、言語の意味が、その
指示する事物にあるのではなく、人間の側にあると考える。

この２つは矛盾するように見えるかもしれない？

坂本さんの発表

2.4 生態心理学からの言語への接近

• 語彙獲得 (小林 (1992, 1997))ほか

• 「指し言語」から「語り言語」へ (Reed (1996))

• その他 (佐々木 (1997))

3 生態心理学を知るための文献

佐々木 (1994, 1993),三嶋 (2000), Reed (1996),境・曾我・小松 (2002)

ほか
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4 認知言語語学の観点からのこれまでの研究成果

• subjectificationの認知的基盤:

Honda (1994a, 1994b, 1995), 本多 (1994, 1997a, 1999, 2002)

– 探索…主体移動表現:

The road runs from Tokyo to Nagoya.

– ＜見え＞と自己知覚…ゼロ形:

Vanessa is sitting across the table.

Vanessa is sitting across the table from me.

• 「私」の表現と日英語の表現構造の対照:

Honda (1994a, 1994b), 池上・尾上 (2002)

– 人間中心的な捉え方と状況中心的な捉え方

– 「する」的な捉え方と「なる」的な捉え方

• 「視点」論

• 仮想変化表現: 本多 (1997b)

– ＜知覚者の場所の移動に伴う見えの変化＞
The road widened when we passed the state border.

– ＜知覚者の状態変化に伴う見えの変化＞
The students get younger every year.

• 時間表現と空間表現の相互浸透
The field begins here and ends here.

• 前置詞句主語とアフォーダンス: 出原 (1998)

• 形容詞の意味構造と探索活動: 仲本 (1998, 2000)

• 中間構文と探索活動、アフォーダンス: 本多 (1997a, 1999, 2002)

• 中間構文と tough構文: 坂本 (2001)
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• 文法化の一つの基盤としての協応構造: 本多 (2001)

• 数量詞遊離構文と探索活動・主体化: ?

• 存在表現と知覚表現のタイポロジー: ?

• 日本語の条件表現: ?

もどる
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